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研究内容 

ナノのスケール（10-9～10-6ｍ）は、医学・薬学・生物学において、とても

重要な大きさである。それは、細胞は自分の周囲を認識して自分の形態や行

動を変化させているが、その時に周囲を感知する細胞膜受容体や接着分子な

どの細胞構造がまさにナノの領域だからである。したがって、この空間人工

的に制御できれば、「場」の理解が進み、細胞挙動を操作して組織形成や機能

発現を制御することが可能になる。医学、薬学、生命科学は大進歩する。 

 そこで我々は、富山独自のナノテク材料およびナノテク加工技術に着目し、「生体適合材料担持ナノフ

ァイバーの開発」と題して「使えるナノテク」を目指して研究開発を開始した。本研究では、様々なナノ

ファイバー材料に種々の生体由来材料や生体機能性材料を融合し、富山大学で開発してきた独自の複合加

工技術を応用して、3 次元細胞培養器材の作製を行う。とくに近年、細胞生物学や再生医療では 3 次元組

織モデルや 3 次元組織培養での研究が高い関心領域となっている。高度な３次元細胞培養用器材を創出

し、社会に提供することで、３次元の「場」の研究と理解が進み、再生医療・医薬・生命科学の進歩が加

速されると期待できる。３次元細胞生物学の時代を先駆けて、ナノテク技術の利点を活かした新産業・新

商品の創出を目指したい。 
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実用化 

活用例 

 応用分野：

・三次元組織モデル：生命科学の研究分野：細胞生物学、幹細胞生物学、組織・臓器発生学、

生体・健康医工学、組織学、病理学、計算生物医学、など

・３次元臓器パーツ：移植医療、再生医工学、再生医療、組織・臓器工学、

 キーワード：

3 次元細胞培養、3 次元組織培養、3 次元 Scaffold、in vitro 3D tissue model、ミニ組織、臓器パーツ

多次元システムバイオロジー、マルチスケール多次元生体計測制御工学、Organ on a chip
細胞ベースアッセイ系、薬効試験、毒性試験、薬剤スクリーニング系、ナノバイオ医学など

共同研究に

ついて 

コンセプト： 「機械で臓器が作れるか？！」

 「2 次元から 3 次元・多次元へ」  

「ナノテク・ナノ材料の医療・医薬への応用」
 幹細胞生物学・再生医工学・・・特に心臓と腎臓再生のテーマは大歓迎

 再生医工学の新しいツールと装置の開発

 新しい細胞培養用器材の開発：企画・製造・販売

 3 次元組織～ミニ組織・ミニ臓器の作製と培養：研究開発

 バイオインク：組織・臓器を構築し組織形成を進める材料の開発・・・ナノ材料の活用歓迎

 組織培養技術：組織・臓器を培養する技術の開発

 バイオセンサ：3 次元組織・ミニ組織の計測と評価ツールの開発・・・ナノ材料の活用歓迎
 A highly sensitive amperometric Dopamine Nano-biosensor

 Mir et al. Biosensor & Bioelectron 2015,68,421-28 
 Aptamer-based amperometric Nano-biosensor：

Mir et al. Biosensor & Bioelectron 2015,74, 594-600 
 その他、再生医工学・生体医工学・人工臓器・臓器治療、医療機器、バイオセンサ、DDS、新規製剤開

発など、気軽にご相談ください。

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

「マイクロビーズの製造方法」特許第 4644786 号、 
「ゲルの製造方法及びそのための装置」特許第 4974144 号 
「ゲルの製造方法」特許第 5472844 号 
 その他 

その他 

時代とともに研究用ツールは進歩する → 時代に先駆けるツールの開発が必要 

◎再生医療の対象は、組織～臓器へ・・・・2 次元から 3 次元、マルチスケールへ進んできている。

◎薬の薬効、毒性検査は、2 次元から 3 次元組織での評価に進んできている。

◎再生医療は、基礎から臨床へ、サイエンス（現象を追究する学問）からエンジニアリング（ものやツー

ル、製品を創出する）、エンジニアリングから臨床へと時代が進んでいる。

共同研究募集中！




